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【年通号数】公開・登録公報2018-050
【出願番号】特願2018-510923(P2018-510923)
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【手続補正書】
【提出日】令和1年6月21日(2019.6.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　測定および／または検査システム（１）であって、
　－それぞれが電子回路および少なくとも１つのソケットを含む、第１および第２のユニ
ットと、
　－複数の配線（８Ａ）を含み、第１および第２の端部を有する多極ケーブル（８）であ
って、第１および第２の端部のそれぞれが前記第１および第２のユニットのソケットに結
合するよう適合された多極コネクタ（９）を備える、多極ケーブル（８）と、を備え、
　前記多極ケーブルの前記第１および第２の端部の少なくとも１つの前記多極コネクタ（
９）は、高速配線多極コネクタ（１２）であり、
　前記高速配線多極コネクタ（１２）は、
　－第１の本体（１２Ａ）であって、
　－２つの対向面を伴う支持部と、
　－前記支持部の一方の前記面に固定され、前記第１または第２のユニットの前記ソケッ
トの１つに結合されるように適合された、電気接触部の第１のグループと、
　前記支持部の他方の面に固定された、電気接触部の第２のグループと、
　を伴う、第１の本体（１２Ａ）と、
　－第１の本体（１２Ａ）に差し込まれるように適合された第２の本体（１２Ｂ）であっ
て、
　－複数の台座（１２Ｓ）を伴うフレームと、
　－前記台座に収容される複数の穿孔電気接触部（１２Ｐ）であって、前記配線（８Ａ）
を覆う絶縁シースを穿孔し、前記配線（８Ａ）および前記穿孔電気接触部（１２Ｐ）を固
定し、互いに電気的に接続するよう構成され、前記第１の本体の接触部の第２のグループ
と結合されるように適合された、前記穿孔電気接触部（１２Ｐ）と、
　－前記フレームに結合された複数の可動要素（１２Ｄ）であって、前記配線（８Ａ）お
よび前記穿孔電気接触部（１２Ｐ）を固定し互いに電気的に接続するように、前記多極ケ
ーブル（８）に収容された配線と前記台座（１２Ｓ）内で協働するように適合される複数
の可動要素（１２Ｄ）と、
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　を備える第２の本体（１２Ｂ）と、
　を備える、システム（１）。
【請求項２】
　電気接触部の前記第１のグループは、格納式接触部を備える、請求項１に記載のシステ
ム（１）。
【請求項３】
　前記第１の本体内において、電気接触部の前記第２のグループの前記電気接触部は、前
記支持部のそれぞれの前記面に固定された中空結合要素（１２Ｅ）内に収容され、前記第
２の本体内において、前記穿孔電気接触部（１２Ｐ）の１つの端部は、前記フレームに固
定された突出結合要素（１２Ｆ）内に収容され、前記突出結合要素（１２Ｆ）は、前記中
空結合要素（１２Ｅ）に結合され、前記穿孔電気接触部および前記第１のグループの前記
電気接触部を互いに電気的に接続するように適合されている、請求項１又は２に記載のシ
ステム（１）。
【請求項４】
　前記第１の本体の前記支持部は、少なくとも１つのプリント回路基板を備える、請求項
１乃至３のいずれか一項に記載のシステム（１）。
【請求項５】
　前記システム（１）は、工作機械を制御するためのものであり、
　少なくとも前記第１および第２のユニットは、前記工作機械（３）内の装置からの、ま
たは装置への、動作信号の通過に適合する少なくとも１つの入力チャネル（４）と、前記
動作信号を処理するよう構成された電子回路と、を備える、請求項１乃至４のいずれか一
項に記載のシステム（１）。
【請求項６】
　前記第１および第２のユニットの一方は、出力インターフェース（５）と、メインプロ
セッサと、メモリと、それぞれが前記多極ケーブル（８）の前記多極コネクタ（９）の１
つに結合するよう構成される第１および第２のソケット（７Ａ，７Ｂ）と、を備えるマス
タユニットを規定し、
　前記第１及び第２のユニットの他方は、前記入力チャネル（４）を画定する少なくとも
１つの外部ポート（６Ａ）と、メモリと、二次プロセッサと、を備えるスレーブユニット
（６）であって、少なくとも前記スレーブユニット（６）を前記マスタユニット（７）と
内部接続するように前記多極コネクタ（９）の第１または第２のコネクタに少なくとも結
合されるよう構成される第１のソケット（６Ｂ）および第２のソケット（６Ｃ）を備える
スレーブユニット（６）、を規定し、
　前記高速配線多極コネクタ（１２）は、前記マスタユニット（７）の前記第１および第
２のソケット（７Ａ，７Ｂ）の一方に結合されるように適合されている、請求項５に記載
のシステム（１）。
【請求項７】
　前記多極ケーブル（８）は、
　－対応する通信ネットワークのための信号線の少なくとも第１の束と、
　－１つまたは複数の電源線と、を備える、請求項１乃至６のいずれか一項に記載のシス
テム。
【請求項８】
　測定および／または検査システムの、少なくとも第１および第２のユニットを、多極ケ
ーブル（８）を用いて接続する方法であって、
　前記多極ケーブル（８）は、複数の配線（８Ａ）を含み、且つ、前記第１および第２の
ユニットのソケットに結合されるように適合された多極コネクタ（９）に接続されるよう
にそれぞれ構成される第１および第２の端部を有し、
　前記方法は、
　－前記多極ケーブルの位置決めをするステップであって、前記多極ケーブルは、少なく
とも１つの自由端部を有する、ステップと、
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　－前記多極ケーブル（８）の前記少なくとも１つの自由端部に、高速配線多極コネクタ
（１２）を結合するステップと、
　－前記第１および第２のユニットの一方に、前記高速配線多極コネクタ（１２）を結合
するステップと、を備える、方法。
【請求項９】
　前記多極ケーブルの前記端部の一方は、予め組み立てられた多極コネクタを備える、請
求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記高速配線多極コネクタ（１２）は、穿孔電気接触部（１２Ｐ）を備え、
　前記多極ケーブル（８）の前記端部の少なくとも一方に、前記高速配線多極コネクタを
結合する前記ステップは、前記多極ケーブル（８）に収容された前記配線（８Ａ）を覆う
絶縁シースを、前記穿孔電気接触部（１２Ｐ）によって、前記配線（８Ａ）および前記穿
孔電気接触部（１２Ｐ）を固定し互いに電気的に接続するような方法によって、穿孔する
ことを備える、請求項８又は９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記測定および制御システムは工作機械に適用され、
　前記多極ケーブル（８）の位置決めをする前記ステップは、前記多極ケーブル（８）の
前記少なくとも１つの自由端部に高速配線多極コネクタ（１２）を結合する前記ステップ
の前に、少なくとも１つの機械ケーブル搬送ダクト内へと、前記ケーブル（８）の前記少
なくとも１つの自由端部を挿入することを備える、請求項８乃至１０のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項１２】
　前記多極ケーブル（８）を介して接続される前記第１および前記第２のユニットを規定
する、電気交換機に設置されるマスタユニット（７）および少なくとも１つのスレーブユ
ニット（６）を含むネットワーク、を構成するステップを備え、
　前記ネットワークを構成する前記ステップにおいて、予め組み立てられた多極コネクタ
（９）を伴う前記ケーブルの前記第１の端部が、前記スレーブユニット（６）に結合され
、前記多極ケーブル（８）の前記自由端部である第２の端部が、工作機械（３）の作業空
間（３Ｃ）から、前記工作機械（３）の前記電気交換機内の内部空間（３Ｄ）へ通され、
その次に、前記自由端部である第２の端部が、前記高速配線多極コネクタ（１２）に結合
され、その次に、前記高速配線多極コネクタ（１２）が前記マスタユニット（７）に接続
される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　以下のそれぞれのステップ、すなわち、データを送信することと、前記少なくとも１つ
のスレーブユニット（６）に電気的に電力を供給することと、前記少なくとも１つのスレ
ーブユニット（６）のクロックを前記マスタユニット（７）のクロックと同期させること
と、が前記多極ケーブル（８）を介して実行される、請求項１２に記載の方法。
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